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平成19年８月２日 

各 位 
会 社 名 株 式 会 社 ゼ ロ
代表者名 代 表 取 締 役 社 長 岩下 世志

（コード番号9028 東証第二部）
問合せ先 取締役経営企画部長 北村 竹朗

（℡. 044-520-0106）

 

平成 19 年６月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 19 年２月 14 日の中間決算発表時に公表いたしました平成 19 年６月期（平成 18 年 7 月

１日～平成 19 年６月 30 日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせい

たします。 

 

記 

１．平成19年６月期（平成１8年7月1日～平成19年6月30日）通期業績予想の修正 
   

■単体    （単位：百万円）

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当り 

当期純利益

前回発表予想（A） 50,200 △70 240 820 47 円 24 銭

今回修正予想（B） 48,790 510 920 750 43 円 09 銭

増減額（B-A） △1,410 580 680 △70 △4円 15 銭

増減率（％） △2.8 － 283.3 △8.5 △8.8 

前期実績 48,993 373 522 138 8 円 02 銭

      

■連結    （単位：百万円）

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当り 

当期純利益

前回発表予想（A） 55,700 450 560 920 53 円 00 銭

今回修正予想（B） 54,180 950 1,110 660 37 円 92 銭

増減額（B-A） △1,520 500 550 △260 △15 円 08 銭

増減率（％） △2.7 111.1 98.2 △28.3 △28.5 

前期実績 51,205 883 1,034 426 24 円 76 銭

      

２．業績予想の修正理由 
  (1) 経常利益の上方修正について 
   【単体】 
    2006 年からの最重要課題として取り組んでまいりました輸送方法の抜本的な見直し活動が

見込みより大きな成果をあげられたことや、昨今の原油価格の高騰や排ガス規制への対策費な

どコスト負担増の一部を輸送料金に反映したことなどにより、車両輸送の収益率が改善いたし

ました。日産自動車の国内販売不振や、中古車輸送の不採算路線の撤退により輸送受託台数が

減り、売上高は見込みを若干下回る結果となりましたが、これらの収益改善により十分吸収す

ることができました。また労務費および諸経費を社内努力により抑制できたことも寄与し、経

常利益は前回予想を上回る見込みです。 
   【連結】 
    子会社の収益につきましては、苅田港海陸運送㈱における事業拡大が遅れたことや、㈱九倉

における荷主からの貨物輸送受託が減少したこと等により計画を下回りました。しかし、単体

での改善幅にカバーされる形で、連結でも経常利益は前回予想を上回る見込みです。 
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  (2) 当期純利益の下方修正について 
   【単体】 
    前回の見込みに織り込んでおりました旧本社ビルの売却益に加え、本業での利益増や株式売

却益の計上はあるものの、投資有価証券の評価損 800 百万円を特別損失として計上すること

により、前回予想を下回る見込です。 
   【連結】 
    単体において計上した投資有価証券の評価損に加え、子会社における繰延べ税金資産の一部

を取り崩すこととしたこと等により、前回予想を下回る見込みです。 
 
  (3) 投資有価証券の評価損について 

下記のとおり平成 19 年６月期において減損処理による投資有価証券評価損を計上する

こととしました。 

① 平成 19 年６月期末の投資有価証券評価損の総額 

(A) 平成 19 年６月期末の投資有価証券評価損の総額 800 百万円

(B) 平成 18 年６月期（個別）純資産額 

（Ａ／Ｂ×１００） 

10,020 百万円

（8.0％）

(C) 平成 18 年６月期（個別）経常利益額 

（Ａ／Ｃ×１００） 

522 百万円

（153.3％）

(D) 平成 18 年６月期（個別）当期純利益額 

（Ａ／Ｄ×１００） 

138 百万円

（579.7％）

 

② 投資有価証券評価損計上の理由 

投資有価証券評価損 800 百万円は、非上場株式 1 銘柄の評価損であります。投

資時点で見込んだ超過収益力が減少したことにより、株式の実質価額が低下し、

その回復があると認められないと判断し、減損処理を行ったものであります。 
     
 
３．配当予想について 
  ２月14日の中間決算短信にてお知らせいたしました通り、期末配当は1株あたり４円を予定し

ております。その結果、当期年間配当は１株あたり８円となり、前期より66銭の増配を見込んでお

ります。 
 

 中間 期末 年間 
18年6月期 10.00円（注） 4.00円 14.00円 
18年6月期（分割反映） 3.34円 4.00円 7.34円 
19年6月期 4.00円（実績） 4.00円（予想） 8.00円（予想） 

  （注）当社は平成１8年5月31日を基準として、株式1株につき3株の株式分割を行いました。 
 

以上 


